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（注）データ期間は2016年11月9日9時～15時。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセット 
           マネジメント作成  

2016年11月 9日 米大統領選挙（速報）トランプ候補が勝利 
2016年 6月15日 もしトランプ大統領になったら～財政拡張の可能性、ドル安に警戒が必要～ 
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2016年11月9日 

米大統領選挙後のマーケット見通し 

■11月8日に投票が行われた米大統領選挙は予想

外の大接戦となりました。開票は日本時間11月

9日の朝方から始まりましたが、トランプ候補優勢の

報道が伝わるにつれ、東京市場は株安、債券高、

円高のリスクオフ（回避）で反応しました。 

予想外の大接戦 
東京市場はリスクオフへ 

■夕刻になってトランプ候補が勝利する見通しとなりま

した。金融市場が最も懸念するトランプ候補の政策

は極端な保護主義政策です。そのため今後、貿易

政策や移民政策に関するトランプ候補の発言には

特に注意が必要です。 

■金融市場は当面不安定な状態が続くと思われ、米

連邦準備制度理事会（FRB）は12月の連邦公

開市場委員会（FOMC）で利上げを見送る可能

性が高いと考えられます。この結果、米長期金利は

低位での推移が続き、為替はドル安方向に振れや

すくなるとみられます。ドル円は節目の100円でのサ

ポートが見込まれますが、割り込んだ場合は、6月

24日につけた99円02銭水準が意識されそうです。 

短期的に不安定な状況続く 
極端な保護主義政策を警戒 

「最初の100日」に注目。金融市場は次第に落ち着きを取り戻そう 

（注）データ期間は2016年11月9日6時～15時。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセット 
            マネジメント作成 
  

■トランプ候補の財政政策（約10兆ドル）について

は、実現性は低いと思われますが、相応程度の減

税や公共投資が行われるとみられます。その場合、

低位の米政策金利、ドル安、財政支出という組み

合わせは、来年以降の米国経済を支えることが期

待され、米国株にも好材料と考えられます。実際に

政策効果が経済に表れれば、長期金利は緩やかに

上昇し、ドルも上昇に転じると思われます。 

【ドル円の推移】 

【日経平均株価の推移】 

■金融市場は年末から年始にかけて不安定な動きが

続 く と予想され、日経平均株価もこの先、

16,000円を割り込む時間帯も見られる可能性が

あります。しかしながら、来年1月にトランプ候補が大

統領に就任した後、「最初の100日」で議会の牽

制機能が働き、より現実的な政策が打ち出されるよ

うであれば、金融市場は次第に落ち着きを取り戻す

展開が予想されます。 
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